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金星の衛星間電波掩蔽観測を意識したデータ同化による研究

Data assimilation of the Venus atmosphere assuming radio occultation

measurement by small satellites
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　金星大気の高度約60-70㎞では、極域が周辺に比べて温度が高く、その周辺の緯度約60-80度で低温になる

「コールドカラー」と呼ばれる現象が存在する。これまで金星大気大循環モデル(AFES-Venus)では、コールド

カラーの再現に成功している1が、実際の観測と比べて極とコールドカラーの温度差が小さい。また近年、局所

アンサンブル変換カルマンフィルター(LETKF)を用いた金星大気データ同化システム(VALEDAS)の開発にも成

功している2。本研究では、より温度差を良く再現しているフランスの金星大気大循環モデル(LMD/VGCM)の

データ3を同化することによりコールドカラーの再現可能性を調べた。金星の衛星間電波掩蔽を想定した温度の

擬似観測データを作成し、観測地点、観測数、時間間隔等の条件を変え、再現性を評価した結果を報告す

る。図に、高度約66km、緯度30-90°Nの温度分布について、85°Nの3地点で温度の鉛直分布の観測が毎地球

時に得られた場合の同化結果を示す。コールドカラーの再現に成功し、衛星間電波掩蔽観測が有効であること

を示唆している。 
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